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Round 3
レースレポート

●大会名称	 ：　 2026 SUZUKA CHAMPION CUP RACE Round 3
●主催	 ：　 名古屋レーシングクラブ（NRC）、グループ·オブ·スピードスポーツ（GSS）
	 　 鈴鹿モータースポーツクラブ（SMSC）
●協力	 ：　 AASC、ARC、ARCN、KRHC、OCCK、チーム淀
●後援	 ：　 鈴鹿市/一般社団法人鈴鹿市観光協会（FEクラス）
●競技	 ：　 JAF公認 準国内競技
●会場	 ：　 鈴鹿サーキットレーシングコース フルコース（5.807km）
●開催クラス	 ：　 総参加台数／210台 
	 　 MEC120......................................................................	
	 　 ................. 59台（v.Granz／35台、VITA／24台）
	 　 FJ1500................................................................ 7台
	 　 スーパーFJ......................................................18台
	 　 フォーミュラEnjoy......................................22台
	 　 FIT1.5 Challenge Cup.................................15台
	 　 N-ONE OWNER’S CUP Rd.6.......................89台
●開催日	 ：　 2026年7月11日（土）·7月12日（日）
●路面	 ：　 7月11日（土）／ドライ・晴　7月12日（日）／ドライ・曇

■開催概要

MEC120耐久レースのスタートへ向かう各車。ピットインのタイミングが勝敗を左右する、戦略性の高い参加型耐久レースだ

●シリーズ名称	 ： 	2026 SUZUKA CHAMPION CUP RACE Round4
●開催日	 ：	 2026年10月3日(土)・4日(日)
●会場	 ：	 鈴鹿サーキットレーシングコース フルコース（5.807km）
●開催クラス	 ： 	FJ1500/S-FJ、VITA、v.Granz、フォーミュラEnjoy
	 	 TOYOTA GAZOO Racing GR86/BRZ Cup、Porsche Sprint Challenge Japan

■次回レース開催概要

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・
公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿
サーキット公式webサイト専用ページにてご覧
いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/scr/
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今シーズン第3戦となる「SUZUKA CHAMPION CUP RACE」。今年も7月開催の第3戦はVITA-01、v.Granzの混走で行う
MEC120 耐久レースが実施された。各地のサーキットを舞台に全4戦で争われ、今回の夏の鈴鹿大会が開幕戦となる。

MEC120耐久レースは7月11日（土）に予選、12日（日）の朝にフリー走行、10時30分から決勝レースが行われた。VITA-01、
v.Granzでそれぞれ、Pro-AmaクラスとAma-Amaクラスに分かれ、スタートドライバーはアマチュアドライバーが務めなければ
ならない。また、給油を伴うピットストップは200秒以上とされており、レース中は2回の200秒以上のピットストップ／ドライ
バー交代が義務付けられる。そのため、各チームの戦略や駆け引きが勝敗を左右するレギュレーションとなっている。レース
は目まぐるしく順位が変わるなかで、最後まで目の離せない展開となった。

耐久レースに負けない白熱したバトルを繰り広げたのが、2レース制で行われたFJ1500／スーパーFJだろう。12日（日）の朝
に第4戦、そして午後に第4戦の結果に基づくリバースグリッドで第5戦が行われ、いずれも最終ラップまで激しい競り合いが見
られた。

一方、それに先立つ11日（土）に89台を集めて華 し々い雰囲気で行われたのが「N-ONE OWNER’S CUP 第6戦」だ。ご存知ホ
ンダのN-ONEを使ったワンメイクレースは、ポールポジションからスタートし、レース中にはファステストラップも記録した平
尾益士が優勝を飾っている。

さて、次戦は2ヶ月以上のインターバルを経て10月3日(土)・4日(日)に開催されるRound 4。SUZUKA CHAMPION CUP RACEで
は最終ラウンドとなるFJ1500／スーパーFJをはじめ、VITA、v.Granz、フォーミュラEnjoyの各クラスに加え、GR86/BRZ Cup、
Porsche Sprint Challenge Japanの各ワンメイクレースも行われる。

鈴鹿に夏本番を告げるMEC120耐久レース！
FJ1500／スーパーFJも白熱の2連戦を展開

FJ1500／スーパーFJの第4戦。ポールポジションの柱本翔夢伊は、第4戦は4位の結果となったが、第5戦では見事に優勝
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■FJ1500／スーパーFJ 第4戦
ポールポジションはスーパーFJの柱本翔夢伊。2番グリッドはFJ1500の宮本颯斗、井出七星翔と続く。柱本が好スタート、さらに井
出、宮本と続く。だが、トップでオープニングラップを終えたのは宮本だった。2周目、130Rで単独のクラッシュがあり、4周目からセーフ
ティカーランになる。先頭は宮本、井出、柱本、田崎脩馬、府本淳之介、藤井翔大のオーダー。
6周目からリスタートすると、柱本が井出をパスして2番手へ。井出は2番手へ順位を回復するが、トップを走る宮本は1秒以上のアド
バンテージを築く。井出、柱本の2番手争いに田崎も加わり三つ巴に。レースは宮本が優勝。レース後、柱本にペナルティが課され総合
2位は田崎、3位は井出となった。

FJ1500表彰式（優勝:宮本颯斗、2位:田崎脩馬、3位:村上太晟）

FJ1500／スーパーFJ第4戦 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

■FJ1500

https://www.youtube.com/live/m5-6n6hdr7w?si=iCfbeipwdfzAtdnk&t=4952
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■スーパーFJ

■FJジェントルマンクラス

スーパーFJ表彰式（優勝:井出七星翔、2位:柱本翔夢伊、3位:府本淳之介）

ジェントルマンクラス表彰式（優勝:小嶋健太郎、2位:古里拓、3位:青合正博）　※FJ1500とスーパーFJ、2クラス混合での表彰となります
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■FJ1500/S-FJ第4戦　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/scr/
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MEC120 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

■MEC120 【その1】
VITA-01、v.Granzのマシンがフルグリッドで並ぶ。ポールポジションは♯31 OOKA／徳升公平、2番グリッドは萬雲恒明／阪口良平
／上田裕司、3番グリッドは矢倉完治／三浦柚貴という上位グリッドでレースがスタート。♯910 工藤大祐がホールショットを奪うな
か、オープニングラップから4台がコースアウトし、早くもセーフティカーランになる。これを受けてか昨年の優勝経験者、♯31 OOKA
がピットイン。セーフティカーラン中のピット戦略を巡る駆け引きが展開される。4周目でリスタートを迎えると、トップは♯610 佐藤元
春、2番手は♯714 金本きれい。v.Granz最上位は♯75 津田充輝、♯12 杉本雄作と続く。30分が経過する頃、2度目のセーフティカーラ
ンとなり、レースは各チームにとってさらに読めない展開になる。

v.Granz Ama-Ama表彰式（優勝:大山正芳／浦田裕喜、2位:瀬戸惇吾／四倉悠聖、3位:鈴木建自／井本大雅／加藤達彦）

https://www.youtube.com/live/m5-6n6hdr7w?si=QDipavkYt5A_bOOQ&t=9637
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v.Granz Pro-Ama表彰式（優勝:OOKA／徳升広平、2位:矢倉完治／三浦柚貴、3位:萬雲恒明／阪口良平／上田裕司）

VITA Pro-Ama表彰式（優勝:吉村雅一／谷川達也、2位:金本きれい／藤原大暉、3位;濱野弘介／伊藤鷹志／髙橋蓮）

■MEC120 【その2】
レースが中盤～終盤に差し掛かる頃、全体トップだった#102 富田自然が痛恨のクラッシュを喫してしまう。残り20分を切るころ、
v.Granz #72 浦田裕喜が総合トップを快走する。#72はAma-Amaクラスでのエントリーながら、総合優勝が現実味を帯びてくる。一方
で、総合2番手を走る、v.Granz Pro-Amaクラス#31 OOKAと、総合3番手を走る#51 矢倉のバトルも激しさを増してくる。
すべてのマシンが規定ピットインを消化し終えたレース終盤、またもセーフティカーランとなる。レースは残り8分を切ったところで

リスタートされるが、#72 浦田は総合2位の#31 OOKAに対して5秒以上のアドバンテージがある状況。#72 浦田は最後まで危なげな
い走りを見せトップチェッカー。もう1人のドライバー大山正芳とともに42周を2時間21秒863で走り切り総合優勝。MEC120耐久レー
スの2026年開幕戦を制した。
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VITA Ama-Ama表彰式（優勝:川福健太／菊地靖／イシカワヨシオ、2位:森本万有芳／長岡楓己、3位:YASU／TATSUKI）
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■MEC120　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/scr/
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■FIT 1.5 Challenge Cup 
ポールポジションに西尾和早、2番グリッドに杉原悠太、以下、清水悠祐、瀬戸貴臣、大東寛和という上位グリッドでレーススタート。
杉原が好スタートを決め、西尾が追う。オープニングラップの200Rで3台による大きなクラッシュがあり、赤旗中断となる。その後、セー
フティカーランでリスタート。杉原と清水がトップを争うが、杉原に10秒のタイムペナルティが課される。リスタート後は清水、杉原、瀬
戸、林陽介、西尾のオーダーとなる。清水がやや先行したままファイナルラップへ。瀬戸を先頭とする2番手争いが激化するなか、清水
がトップチェッカーを受け、瀬戸、林陽介と続いた。

FIT1.5 Challenge Cup表彰式（優勝:清水悠祐、2位: 瀬戸貴臣、3位: 西尾和早）

FIT 1.5 Challenge Cup 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/m5-6n6hdr7w?si=1670HszoITw3T76W&t=23147
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■FIT 1.5 Challenge Cup　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/scr/
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■FJ1500／スーパーFJ 第5戦
第4戦の結果を元にしたリバースグリッドを採用して行われ、伊藤聖七がポールポジションからスタート。伊藤を先頭に、府本淳之
介、柱本翔夢伊、井出七星翔、田崎脩馬が上位グリッドを形成した。伊藤はしっかりとホールショットを獲得する。2周目に入ると伊藤と
府本はテールtoノーズになる。単独でコースアウトを喫したマシンがあり、3周目からセーフティカーランが行われる。
リスタートされ、トップに出たのは柱本だった。柱本、府本、伊藤のオーダーになる。柱本が後続との差を広げるなか、伊藤が8周目
でマシンを止めてしまう。そしてファイナルラップへ。府本をパスした宮本颯斗が2番手につける。柱本はリスタート後、圧倒的な速さ
を見せてそのまま優勝。2位でチェッカーを受けた宮本はFJ1500クラス3連勝となった。

FJ1500表彰式（優勝:宮本颯斗、2位:田崎脩馬、3位:酒井翔太）

FJ1500／スーパーFJ第5戦 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

■FJ1500

https://www.youtube.com/live/m5-6n6hdr7w?si=zM29ystzsN6t8AqO&t=26106
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■スーパーFJ

■FJジェントルマンクラス

スーパーFJ表彰式（優勝: 柱本翔夢伊、2位: 府本淳之介、3位:小野原悠）

ジェントルマンクラス表彰式（優勝: 青合正博、2位:髙橋蓮、3位:古里拓）　※FJ1500とスーパーFJ、2クラス混合での表彰となります



2026

- 14 -

Round 3
レースレポート

■FJ1500/S-FJ第5戦　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/scr/
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■フォーミュラEnjoy
KENJI MURASEがポールポジションからスタート。2番グリッドはマイスターズ・カップの市岡洋一郎、中島一郎が上位グリッドを形成。
KENJI MURASEがホールショットを奪うが、2コーナーで市岡を含む2台が接触し、セーフティカーランとなる。KENJI MURASEを先頭に、中
島、山重、ジョニー小倉、Bagnall Alexanderのオーダーでレースは再開。KENJI MURASEと中島のトップ争いが激化する一方、山重とジョ
ニー小倉による3番手争いも繰り広げられた。中盤に差し掛かる頃、中島はKENJI MURASEをオーバーテイクしてトップへ。
KENJI MURASEは5番手あたりまで順位を落とすが、その後、猛チャージを見せて2番手でファイナルラップを迎える。しかし、トップの中
島とは大きな差があり、中島はアドバンテージを生かし、トップでチェッカーを受けた。

フォーミュラEnjoy表彰式（優勝: KENJI MURASE、2位: 中島一郎、3位:ジョニー小倉）
※写真は暫定表彰式のもので、正式順位とは異なります。正式順位は鈴鹿サーキット公式サイトでお確かめ下さい

フォーミュラEnjoy 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/m5-6n6hdr7w?si=m27NJk36hxEr4EaD&t=30012


2026

- 16 -

Round 3
レースレポート

■フォーミュラEnjoy マイスターズ·カップ

マイスターズ・カップ表彰式（優勝:ジョニー小倉、2位:大内田実、3位:市岡洋一郎）

■フォーミュラEnjoy　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/scr/
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Voice
of 
Pick up
Driver 

この日、キラリと光った
ドライバーに一問一答

【ピックアップドライバー／インタビュー（ダイジェスト版）】

この日、キラリと光ったドライバーに一問一答
「Voice of  Pick up Driver」。

MEC120耐久レース開幕戦を制す！
v.Granz Ama-Amaクラスでトップチェッカー！総合優勝！

浦田 裕喜 選手、大山 正芳 選手
（ダイワN通商アキランドv.Granz）

  「Voice of  Pick up Driver」のインタビュー動画が鈴鹿サーキット公式YouTubeチャンネルでご覧いただけるようになりました
  ドライバーのよりディープでリアルな表情と声を是非御覧ください　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

浦田 裕喜 選手（写真左）
「結果は素直にうれしい。自分自身の走りとしては、まだまだ今日は70点くらいなのかなと思います。でも、優勝できたか
ら最高。狙っているのは全勝優勝。そこを目標に挑戦していきます！」

大山 正芳 選手（写真右）
「やりました！ 初優勝。ありがとうございます。今日はセーフティカーが多く、展開が読めずに苦しい部分もあった。次
は、もてぎでのレースになる。チームのみんなに引き続き応援してもらえるよう、浦田選手とがんばります！」

https://youtu.be/JSb0Pd1j2wE

